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安 全 基 本 方 針    

令和五年  安全スローガン   

 

『安全行動  日々確認！  危険予知の徹底でゼロ災害  
『一人じゃできない無災害  みんなで徹底  危険予知』  
 

― ビジョン― 
３つの力を向上させ、共に学び社員全員で 
協働・考動できる地域ＮＯ．１の企業を構築する 

― 社 是 ― 
1.人間力の向上（協働・考動） 
2.技術力の向上（品質・サービス） 
3.信頼力の向上（安心・安全） 

下 期・第 28 号（令和 6 年 2 月発行） Vol.28 

 

令
和
六
年
一
月
九
日(

火)

に
、 

第
五
期
生
と
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
の
外
国
人
技
能
実
習
生
六
名
が

入
社
し
ま
し
た
。 

初
め
は
日
本
で
の
生
活
・
会
社
の

ル
ー
ル
、
清
掃
の
方
法
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
三
年
間
、
ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
技
術
を
習
得
し
な
が
ら

仕
事
を
行
い
ま
す
。
そ
の
間
、
色
々
な

現
場
に
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
作

業
所
で
一
緒
に
な
っ
た
時
は
皆
さ
ん

か
ら
も
ご
指
導
等
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

日
本
語
の
勉
強
も
熱
心
に
頑
張
っ

て
い
る
の
で
、
日
本
の
生
活
や
会
社

の
環
境
に
早
く
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
気
軽
に
声
を
か
け
て  

あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

ウランダリさん 

コエル・ニサさん ヌル・ハリマさん 
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表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

  

 

当
社
会
長 

新
谷
清
二
が
令
和
六
年

一
月
十
八
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、

建
築
物
環
境
衛
生
の
向
上
発
展
に
尽
力

し
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
状
を
頂
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

総務課の窪田あかねさん

にご結婚されました。 

おめでとうございます！  

末永くお幸せに！  

高松国際ホテルにて、様々な国籍の方が

在籍する現場をまとめている主任です。 

主に欠員時の対応や現場での教育を 

担当しています。以前、安全衛生委員と

して活動していた事もあり、幅広く活躍

してくれる信頼できる主任です。 

主任紹介  高松国際ホテル 木村 智之さん 

 ※利用する場合は必ず社員証を提示してください  

木太・屋島食堂での食事が

  になりま

す! 
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令
和
五
年
八
月
十
八
日
、
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
の

第
四
期
生
が
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
基
礎
級
に 

合
格
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

献
血
活
動
を
行
い
ま
し
た 

令
和
五
年
十
月
二
十
六
日
（
木
）、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、 

本
社
駐
車
場
に
日
本
赤
十
字
社
の
献
血

バ
ス
を
お
招
き
し
、
献
血
を
行
い
ま 

し
た
。
今
回
は
十
四
名
が
参
加
し
、 

十
三
名
が
採
血
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
は 

感
謝
す
る
と
共
に 

献

血

が

様

々

な 

慈
善
活
動
に
つ
い
て 

考
え
る
き
っ
か
け
に 

な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

謝
恩
会
の
開
催 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
（
金
）、 

 

高
松
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
ハ
ウ
ス
美
装

工
業
㈱
の
謝
恩
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
第

五
類
に
緩
和
さ
れ
、
令
和
元
年
以
来
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
協
力
会
社
や

取
引
先
等
、
常
々
当
社
の
仕
事
に 

携
わ
っ
て
い
る
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

【
令
和
五
年 

感
謝
状 

贈
呈
】 

シ
コ
ク
分
析
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社 

殿 
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次
号 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
二
十
九 

令
和
六
年
八
月 

発
行
予
定  

主
任
者
研
修 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日(

金
）
、
本
社

研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
清
掃
業
務
に
従
事
し
現
場

主
任
を
務
め
る
従
業
員
に
向
け
て
、
主
任
者

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
「
転
倒
災
害
」
の
発
生
が
多
い

た
め
、
主
任
と
し
て
現
場
で
注
意
喚
起
を
促
し
、

指
導
に
当
た
る
よ
う
に
依
頼
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
転
倒
し
な
い
体
づ
く
り
・
作
業
前
の

危
険
予
知
と
準
備
運
動
の
徹
底
を
行
い
、 

転
倒
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
説
明
を
し
ま
し
た
。 

   

 

令
和
六
年 

仕
事
始
め 

安
全
祈
願
祭 

令
和
六
年
一
月
十
二
日
（
金
）
、
太
田

上
町
に
あ
る
廣
田
八
幡
神
社
に
お
い
て

安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

会
長
、
社
長
、
専
務
な
ら
び
に
協
力
会

会
長
、
部
課
長
、
安
全
衛
生
委
員
の

二
十
数
名
が
出
席
し
、
今
年
一
年
の

無
事
故
を
ご
祈
祷
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

 

編
集
後
記 

 

 

春
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
季
節
の

変
わ
り
目
で
あ
る
こ
の
時
期
は
寒
暖
差
が

激
し
い
た
め
体
調
を
崩
し
や
す
く
、 

ま
た
冬
の
間
は
筋
肉
が
固
ま
っ
て
し
ま

う
た
め
、
急
に
体
を
動
か
し
て
ケ
ガ
を

し
て
し
ま
う
人
も
多
い
そ
う
で
す
。 

 

皆
さ
ん
、
就
業
前
に
ハ
ウ
ス
体
操
は 

し
て
い
ま
す
か
？
急
な
作
業
や
運
動
は

思
わ
ぬ
ケ
ガ
に
繋
が
り
ま
す
。
し
っ
か
り

準
備
運
動
を
し
て
か
ら
、 

仕
事
に
取
り 

掛
か
る
よ
う
に 

し
ま
し
ょ
う
。 

 


